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14 新咸臨丸プロジェクト2011

　現地研修は米国サンフランシスコ及びシリ
コンバレーにて、10月26日（水）-11月3日（木）
に行った。渡航・自由時間を含めた参加者の
スケジュール概要は以下のとおりである。

参加者スケジュール概要
10月26日（水）
日本時間夕刻　関西空港出発（United886）
＊何名かの学生は別便にてサンフランシスコ
まで渡航
SF時間　午前　サンフランシスコ国際空港到

着
午後　サンフランシスコ国際空港内

にてオリエンテーション
ホテルへ移動後自由時間

10月27日（木）
午前　UC Berkeley School of Public Health Prof. 

Lee Riley(M.D) 研究室・ラボ訪問
午後　UC Berkeley Campus Tour 及び各自のラ

ボ訪問
夕刻　UC Berkeley-Osaka University シンポジ

ウム“Toward a Sustainable Energy Policy 

after FUKUSHIMA”@UC Berkeley, Center 

for Japanese Studies

 大阪大学レーザーエネルギー学研究セン
ター　高部英明教授基調講演、福島
大学　後藤やすお教授講演、福島県
立医科大学　後藤のぶよ非常勤講師
講演、およびパネルディスカッション

 歓迎レセプション 

10月28日（木）
午前・午後　Silicon Valley Tour

 金島秀人氏（医師・起業家・コンサルタン
ト） 訪問（双方向型講義・質疑応答）

 Stanford University キャンパス 訪問
 PARC (Palo Alto Research Center) 訪問 （双

方向型講義・質疑応答）
 案内：Aki Ohashi 氏（Marketing Director）
 Sun Bridge Global Venture Habitat@Plug & 

Play Tech Center 訪問（双方向型講義・
質疑応答）

 案 内：Allen Minor 氏（Partner, Sun Bridge 

Global Venture）

10月30日（日）
午前　メンター紹介（自己経緯）
 講 義1. 「Social Entrepreneurship」（ 講 師：

Scott McNeil 氏）
 ＠サンフランシスコ教育研究センター
 講 義2.「Elements of Starting and Building 

a Sustainable Technology Company」（講
師：Vik Kashyap 氏）

 ＠サンフランシスコ教育研究センター
午後　日米学生 World Cafe「キャリアデザイ

ン～世界を広げる～」（pp.34-36参照）
 ＠サンフランシスコ教育研究センター
夕刻　グループディスカッション　（4 Group

に分かれて日米学生討議）
 ＠サンフランシスコ教育研究センター／

岩手大学地域連携推進センター　副
センター長・教授　小野寺純治　

 「東日本大震災と岩手大学の復興支援」

第6章
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／宮城県庁―とのスカイプ中継と質
疑応答

10月31日（月）
午前午後　メンター紹介（自己経歴）
 グループディスカッション
 ＠Japan Information Center 在サンフラン

シスコ日本国総領事館 

 プレゼン・コンペ／プレゼン評価／表彰
式

11月1日（火）
午前　Bio Center 訪問（希望者のみ、それ以

外は各自企業・ラボ訪問）
 バイオセンターにてインキュベーション

センターの説明に加え、ベンチャー企
業の CEO や CTO（Mr. Cornett, the COO 

of Oxford Bio Therapeutics, Mr. Patzer, 

the Founder & President of ARIDIS 

Pharmaceuticals）に話を伺ったが、一人
二人を除いて、皆が的確に質問してい
た。自分の分野にかかると皆積極的
になる。あまりにも質問が多かったの
で、当初予定していた時間よりも多く
時間を取ってもらった。

午後　各自企業・ラボ訪問

11月2日（水）
終日　各自企業・ラボ訪問

11月3日（木）
SF時間　午前　サンフランシスコ国際空港出

発 （UA885）

11月4日（金）
日本時間　午後　関西空港到着

　また、 各講義・プログラムの実施状況詳細
は以下のとおりである。

講義1
　Scott McNeil氏の講義では、Enterprise と 

Social Enterprise の違いを説明いただいた。ま
た、 Social Enterprises の成功例を2つ挙げら
れたほか、自身がPresidentを務める De Novo 

Group と大学の役割と位置付け、その効果に
ついて、分かりやすく解説いただいた。その
後の質疑応答では、活発な質問が飛び交っ
た。

講義 2
　講義にあたり、講師自ら、自身のこれまで
のキャリアを語っていただいた。Vik Kashayp 

氏は自身が大学に在籍していたときから、
American Express, Ameriprise Financial のストラ
テジー部門に勤務されていた。卒業後はベン
チャーキャピタリストとして経験を積んだ後、
北カリフォルニアでもっとも急成長したヘルス
ケアファイナンシャルサービス会社を立ち上
げられた。
　続いて、「ビジネスの始め方」「チーム構築の
仕方」「顧客構築」、「ファンドレイジングの仕
方」についての効果的な方法、その重要性に
ついて解説された。ビジネスにもっとも重要

第 6章　現地研修
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なのは「信頼性」と「情熱」であることを学生に
メッセージを送る講義内容であった。

ワールドカフェ
　2011年度理工系大学院生のための海外発
表研修コースでのサンフランシスコ研修の
日米学生交流でUCバークレーのNSU（Nikkei 

Student Union）とワールドカフェを行った経験
から学生間の自己紹介、打ち解ける目的とし
て、本PJでもワールドカフェディスカッション
を1時間半行った。ワールドカフェとは、「知
識や知恵は、機能的な会議室の中で生まれ
るのではなく、人々がオープンに会話を行い、
自由にネットワークを築くことのできる『カ
フェ』のような空間でこそ創発される」という
考えを基に生まれた話し合いの手法である。
メンバーの組み合わせを変えながら4～5人
がけのテーブルで話し合うことにより、全員
と話し合ったかのような効果が得られる事が
特徴である。
　司会、リードはサンフランシスコ研修での 

ワールドカフェでも司会担当を行った安藤智
弥君、若井亮介君2名が担当した。今回、ワー
ルドカフェを新咸臨丸プロジェクト中の日米
学生ディスカッションのアイスブレイクとして
開催した。新咸臨丸プロジェクトではディス
カッション当日に日本人学生と米国人学生が
顔合わせをする。そのため、全員がコミュニ
ケーションを取り、お互いの抵抗感をなくす
ための時間を設ける事は非常に重要である。
そして、ワールドカフェはその目的を果たすこ
とが出来る良い手段となった。学生が決定し

たメインテーマは「自分たちの将来をどう形成
していくか」である。更にメインテーマを以下
の3つのサブテーマに分解し、それぞれ15分
ずつディスカッションした。

1. 自分は何を求めて働くのか
2. 仕事以外では何を重要視するのか
3. それらを踏まえて自分は今後どう行動

すべきだろうか

　自分達が将来ありたい姿をディスカッショ
ンによって引き出し、深く相手を知る事で、
よい関係を構築する助けとすることを目的と
した。
　ディスカッションが始まると、日本人学生・
米国人学生ともに活発に意見を言い合ってい
た。それぞれ違ったバックグラウンドを持っ
た学生ばかりであり、非常に多様な意見が飛
び交った。また、日本人学生が描く将来像と
米国人学生が描く将来像の違いや共通点に
皆互いに興味を持ってディスカッションをして
いた様子であった。またこのワールドカフェ
をきっかけに、非常に和やかな雰囲気になり
お互いの事を知った状態で本番のディスカッ
ションに移ることが出来、それ以降の学生間
の関係性にも良い影響を与えたといえる。

日米学生ディスカッション
　4グループ（1グループ学生8～9名）をロー
テションし、各セクションにて、パワーポイ
ントを使って自己紹介（自らの研究内容等の
紹介を含む）を行った。メンター及びファシ
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疑応答が積極的に行われた。
　Sun Bridge Global Venture Habitat@Plug & 

Play Tech Center: Mr. Allan Minor (Partner) によ
るインキュベーションセンター内案内及び概
要説明、また同社ビル内会議室における企
業概要説明及び質疑応答が行われた。受け
入れ側は学生の積極性と専門性の高さに驚い
ており、将来シリコンバレーに来て技術を実
用化するアイディアを生み出すことを強く薦め
ていた。

リテーター（Dr. Richard More, Dr. Seung-Wuk 

Lee,  Dr. Hayato Urabe, Dr. Nobuo Ogawa, Dr. 

Kabasawa）がそれぞれの自己紹介を行ったの
ち、各グループにてディスカッションのサポー
トを行った。
　本学文系・理系の各大学院研究科・GCOE

等から選抜された大学院生19名と米国UC

バークレー、UCサンディエゴ、スタンフォー
ド他の大学院生約16名とが一緒にチームを
編成してグループ討議を行い、プレゼンコン
ぺでは、各自の研究課題を踏まえて大震災
等の危機からの復興へ向けて如何に貢献で
きるか熱い議論が繰り広げられ、災害カフェ
等、幾つかの持続・実行可能な提案を競い合
いあった。終了後は、評価・表彰式が行われた。

企業訪問
　金島氏ご自宅訪問：金島氏のご自宅にて、
金島氏のキャリアパス、起業家精神について、
また日本の若者への激励メッセージを受け、
その後対話型質疑応答が1時間半行われた。

「なぜシリコンバレーなのか」「バイオの分野
で博士号を取得した後どのようなキャリアパ
スを描いたらよいのか」など各学生への興味、
質問に対して一つ一つ丁寧な回答を得ること
ができた。
　スタンフォード大学キャンパス：全米でも有
数トップ校であるスタンフォード大学のキャン
パスを訪問し、アメリカの大学勉強環境を学
んだ。
　PARC：Mr. Aki Ohashi 氏 （Marketing Director）
によるPARC事業説明、対話型講義の後、質

第 6章　現地研修
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福島原発事故から学んだ
長期エネルギー政策

高部英明
大阪大学レーザーエネルギー学研究センター教授

概要：未曾有の大震災がもたらした最悪の福
島原発事故。原子力ルネッサンスと言われ、
環境に優しいはずの原子力エネルギーはその
牙をむいて、安全神話は跡形もなく崩れ落ち
た。まず、福島第一原子力発電所で3.11に起
こったこと、その後の水素爆発などに関して
科学的に易しく説明し、そもそも、日本の原
子力がスタートする時点で今日の事故を暗示
していたかのような日本の原子力の歴史を振
り返ってみる。産業界、政治家、科学者（特
に物理学者）との原子力黎明期の混沌と軋轢
など紹介する。地球温暖化の科学を易しく解
説し、エネルギー途上国、特に中国のエネル
ギー政策と日本との関わりを考察する。原子
力、地球温暖化、中国・インドなど途上国の
近代化も包み込む持続性ある発展、未来のエ
ネルギー政策。私が研究者として携わってき
た核融合研究、地球シミュレータによる長期
温暖化計算、中国との共同研究。これらを通
じて100年を越える長期のエネルギー政策の
あるべき方向性が太陽エネルギーの高効率
な利用、超伝導の実用化、地方分権、した
たかな外交など世界的また日本固有の課題を
解決していくことが人類の生存への必須条件
であることを論理的に説明する。

1. はじめに
　私は今、原子核のエネルギーをエンリコ・
フェルミが人工的に解き放った歴史的な地、
シカゴにいる。奇しくもここへは、オークリッ
ジ国立研究所が主催した「計算物理学国際会
議（CCP2011）」に参加した帰途、立ち寄ってい
る。オークリッジ国立研究所は第2次大戦中
の米国原爆製造計画「マンハッタン計画」で、
ウランの濃縮を行った地である。濃縮された
ウランは広島に投下された原爆に使われ、一
部はシカゴに送られ、原子力エネルギーの可
能性を示したと同時に、そこから生成された
プルトニウムは長崎に投下された原爆に使わ
れた。
　原爆の平和利用が原子力発電であり、水
爆の平和利用が核融合発電である。水爆と
は、プロトニウム型原爆を劣化ウランの容器
の中で爆発させ、発生する強いX線で核融合
燃料を爆縮・加熱して核爆発させる。水爆は
原爆の100倍程度の爆発エネルギーを発生す
る極限の破壊装置である。その水爆の原理
を利用し、核エネルギーを制御しながら徐々
に取り出し、発電に使おうというのが核融合
エネルギー研究である。私は大型レーザーを
用いた通称「レーザー核融合」の研究に学生
時代も含め25年関わってきた。その私が、25

年研究した結果、核融合エネルギーの工学的
取り組みは時期尚早と結論。基礎物理から
レーザー核融合に関連する理学的研究に回
帰すべきだと真摯に思い、基礎科学をめざす
と宣言したのはちょうど21世紀の幕開けの1

月であった。現在もその考えは正しいと確信
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高さでおそってきた。
　結果、原子炉建屋を超える高さの大波は、
隣接するタービン建屋を水浸しにしてしまっ
た。原子力発電所は極めて堅牢に建てられて
いると聞かされていたが、それは、原子炉容
器を納める建物であり、隣接するタービン建
屋は通常の強度しかない。その結果、タービ
ン建屋に設置されていた非常用電源装置の
ディーゼル・エンジンは機能を失い、外部電
源も津波のために送電線からの電力受給が
不可能と成った。全電源喪失である。このケー
スは福島原発の運転室の非常時のマニュアル
にもなかった。緊急にどう対処して良いかわ
からない。この意味で、「東京電力が想定し
ていなかった事故」が起こったのである。
　全電源喪失がもたらしたことは原子炉内の
燃料に含まれる核反応生成放射性原子核か
らの熱の持続的な放出であり、燃料棒を覆っ
ていたジリコニウムの高温状態での水分子の
分解を促す触媒効果であった。水は水素と
酸素が結合した分子。分解した水素は空気よ
り軽いために原子炉建屋の上空にたまる。3

月12日15時36分、第1原子炉が水素爆発を
引き起こした。この爆発は水素と空気中の酸
素が化学反応を起こし、水分子に戻ることに
より発生する化学エネルギーによる。科学技
術立国を標榜してきた日本はその高度な技術
力に対する世界中の信頼を失うことになった。
さらに、2日後の11時1分、第3原子炉が水
素爆発を起こした。なぜ、2日間の間に第2

の事故を防げなかったのか。これは、科学技
術の敗北ではない。科学技術に完璧はない。

している。本原稿で明らかにする原子力エネ
ルギーの研究開闢当時の1950～60年代の湯
川秀樹をはじめとする物理学者達の無念の思
いが私には良く理解できる。
　我が国では政府や電力会社が「原子力は絶
対安全。事故など起こりようがない」と地域
住民に説明してきた。同時に田中角栄が立法
した原発立地地方自治体への補助金という飴
でもって1970年から60基にも及ぶ原子炉を
20年間で建設してきた。結果、関西電力で
は原子力発電量が全体の30％という不可欠の
エネルギー源になるに至った。しかし、1986

年のチェルノブイリ原子力発電所の事故の後
は、新規立地は国内では難しい状況になっ
た。同時にそこにはバブル景気の終焉、経
済の低迷も原子炉を増やしていく政策の足を
引っ張ることと成った。
　ところが、IPCC（気象変動の国際パネル）が、
ゴア元副大統領の「Inconvenient Truth（不都合
な真実）」に納められた環境保護活動と2007

年にノーベル平和賞を同時受賞したことに象
徴されるように、地球温暖化問題が政府レ
ベルでの関心事になってきた。そして、我が
国政府は原子力エネルギーへの依存度を今
後大きく増やしていくエネルギー政策を表明
していた。いつの間にかチェルノブイリの記
憶は風化し、地球温暖化の救世主として原子
力は崇め奉られるようになってきた。それを

「原子力ルネッサンス」と呼び沸き立った。そ
んな時、2011年3月11日の東日本大震災が発
生し、それによる津波は福島第一原子発電所
に、想定していた6mを遙かに超える14mの

第 6章　現地研修
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完璧でない技術の非常時に対する人的判断
や対応の稚拙さが原因である。私は一科学者
として世界中からの悲しみと同時に、冷笑を
肌で感じた思いがした。
　原子力、地球温暖化、持続性ある発展、
未来のエネルギー政策。すべて、私が経験
してきた事に関係する。原子力は核融合との
比較で学んできた。地球温暖化の理論的根
拠となるシミュレーションは1996年の京都議
定書を受けて建設された世界最高速スパコン

「地球シミュレータ」の計画推進委員会や課題
選定委員会（両委員長は松本紘・現京大総長）
の委員として評価する立場にあった。25年間
以上、レーザー核融合を研究しエネルギー
実現を目指したが、結果として核融合は未だ
工学にはなり得ていない理学の段階であるこ
とを確認したと書いた。その際、「レーザー
宇宙物理学」という新しい理学的アプローチ
の提案をし、エネルギーに関しては太陽エネ
ルギーを利用した持続性あるエネルギー源
開発、それを加速する政策を主張した。10

年前の主張の中心は「核エネルギーは中継ぎ
であり、求めるべきは自然エネルギー、エネ
ルギー節約、効率の向上、分散エネルギー、
そして持続性のある調和ある未来を子供や孫
に残していきたい、ということ。エネルギー
の大量消費は長い目で見て地球の自殺行為。
地球が開放形とはいえエントロピーは確実に
増大する」であった。
　同時に2002年から中国の研究者達と基礎
科学の共同研究を本格的に始めた。この10月

（11年10月18日～23日）も北京の3研究所と

今後の共同研究体制強化を仲間5人と議論し
てきたところである。中国の研究者達と向か
い合いながら、食事をしながら、中国のエネ
ルギー不足の現状や環境問題について議論し
てきた。基本的に彼らは豊かになる権利があ
るが、それが持続性のある発展となりうるか
議論してきた。未だ模範解答はない。
　「持続性のあるエネルギー」といった場合、
何年のスケールで人類の高度な文明を支える
エネルギー政策を意味するのだろうか。100

年先なのか、いやもっと長期か。私は宇宙物
理が専門である。最近、多数の「系外惑星」（太
陽以外の星の惑星系）が観測的に見つかって
いる。その数はどんどん増えており、2010年
には年間100個を超える惑星が、私達の太陽
系の外に見つかっている。100年のスケール
で考えると、生命活動の見られる系外惑星が
見つかるかも知れない。すると、地球外生命
との通信も可能と考えるかも知れないが、現
実はそう甘くない。Drakeという学者がある方
程式を提案し（ドレイク方程式と呼ばれてい
る）妥当と思われる数値を入れると、高度文
明同士が通信をするためには、高度文明を1

万年は維持する必要があると結論した。
　我々は10年先、せいぜい100年先のエネル
ギー政策を良く議論しているが、それから先
はどうすべきかを議論していない。私は、1

万年先の話をしようというのではない。しか
し、高度な文明社会を孫の、孫の、さらに
孫の代に引き継ぐには、今からどのようなエ
ネルギー政策を目指していかなければいけな
いか、私の意見を述べたい。論理の基礎は
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エネルギー政策とは、どのようにエネルギー
生成するかというエネルギー源の問題やその
混合比（エネルギー・ミックス）の問題ではな
く、エネルギーを新規に生み出すこと自体が
持続性ある社会へ危険信号を送っているとい
う認識である。この意味では炭酸ガスの放出
による地球温暖化は短期的な課題であり、そ
の先に求められるエネルギー政策について議
論したい。
　10月30日から米国での国際会議に出席す
るため、その前に、大阪大学のサンフランシ
スコ教育センターに立ち寄ろうと久保井セン
ター長に連絡した。すると、開催予定の東日
本大震災に関連したシンポジウム「Build-Back-

Better, Go Beyond Crisis」で基調講演を依頼さ
れた。そこで、上記の様な個人的背景もあり、
この際、自分のこれまでの主張が正しいか調
べ講演しようと、引き受けた。題目は「Proposal 

for future: Starting from inconvenient truth after 

FUKUSHIMA」である。同時に、大阪市シカ
ゴ事務所の佐古所長からも依頼され、帰路、
シカゴでも講演を行った（右の案内参照）。そ
の際の講演内容を、読者の皆さんが未来の
エネルギーの有り様を考える参考にしていた
だきたいと思い、文章にまとめることとした。

第 6章　現地研修

　本原稿は11 ／ 27（SF）、12 ／4（Chicago）、米国の市
民への英語での講演のために用意したPPT-fileをベース
に原稿にしたもので、ここまでの文章はその原稿の「第
1章はじめに」のみです。
　原稿の全文を希望の方にはお送りします。
コンタクト：takabe@ile.osaka-u.ac.jp
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発言する人・聴く人の役割が明確になり、議
論を円滑に進めることが出来る。
　以下、本番当日に必要な準備物をまとめる。
　
準備物：
・軽食…スナック類、ジュース等。
・トーキングオブジェクト…小さなぬいぐるみ

等。
・模造紙…テーブル全体に広げられる大きさ

のもの。テーブル数分用意する。
・サインペン…カラフルなものが望ましい。

人数分用意する。
・ベル…ディスカッションを止めるためのも

の。
・音響機材…リラックス出来る音楽を流しな

がらディスカッションを行うため。
・ワールドカフェ概要紹介資料…ワールドカ

フェを知らない人のために要点をまとめた
資料。今回、配布用・プレゼンテーション
用と2種類の説明資料を用意した。

　ディスカッションのメインテーマは「How we 

are shaping the future～自分たちの将来をどう
形成していくか～」というものを採用した。更
にメインテーマを以下の3つのサブテーマに
分解し、それぞれ15分ずつディスカッション
した。

1. What do you want to work towards

 自分は何を求めて働くのか
2. Apart from work, what is important to you to 

achieve a happy life?

ワールドカフェについて

安藤智弥
大阪大学　工学研究科

　今回、ワールドカフェを新咸臨丸プロジェ
クト中の日米学生ディスカッションのアイスブ
レイクとして開催した。新咸臨丸プロジェクト
ではディスカッション当日に日本人学生と米
国人学生が顔合わせをする。そのため、全員
がコミュニケーションを取り、お互いの抵抗
感をなくすための時間を設ける事は非常に重
要である。そして、ワールドカフェはその目的
を果たすことが出来る良い手段であると考え
た。
　ワールドカフェとは、「知識や知恵は、機能
的な会議室の中で生まれるのではなく、人々
がオープンに会話を行い、自由にネットワー
クを築くことのできる『カフェ』のような空間で
こそ創発される」という考えを基に生まれた話
し合いの手法である。メンバーの組み合わせ
を変えながら複数用意された4～5人がけの
テーブルで話し合うことにより、全員と話し
合ったかのような効果が得られる事が特徴で
ある。
　また、ワールドカフェの性質上リラックスし
た状態で自由な意見を引き出すことが重要で
ある。今回、軽食を用意することでよりリラッ
クス出来る空間を生み出した。更に重要な点
は、トーキングオブジェクトを用意する事で
ある。トーキングオブジェクトとは、発言す
る人が発言中に持っていなければならないぬ
いぐるみの事である。これを用意することで、
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 幸福な人生を実現するために仕事以外で何
を重視するのか

3. To realize our ideal future, what should we do 

now?

 理想の未来を実現するために私たちは今何
をすべきか

　自分達が将来ありたい姿をディスカッショ
ンによって引き出し、深く相手を知る事で、
よい関係を構築する助けとすることを目的と
した。そして、各サブテーマのディスカッショ
ン後には “サイレントタイム”という時間を1分
間設けている。これは15分間のディスカッショ
ン内容を各自振り返ってもらうための時間で
ある。
　また、各テーブルにはテーブルマスターと
いう役割が1名ずつ割り当てられている。ワー
ルドカフェではテーブルメンバーの組み合わせ
を変える機会が複数回用意されている。テー
ブルマスターは常にテーブルに留まり、新た
にテーブルに来たメンバーに自分のテーブル
ではこれまでどんな議論がなされてきたかを
説明する。そうすることで参加者は様々な意
見を効率的に知る事が出来る。

　本番当日のタイムスケジュールは以下の通
りである。

・ワールドカフェ紹介プレゼンテーション 

10min

・1stセッション 15min

 サイレントタイム 1min

　メンバー交代 4min

・2ndセッション 15min

 サイレントタイム 1min

 メンバー交代 4min

・3rdセッション 15min

 サイレントタイム 1min

・サマリー 10min

　セッションが変わるごとに毎回違った人と
ディスカッションすることが望ましい。メン
バー交代の際は日本人学生・米国人学生の割
合が均等かつまだディスカッションしていな
い人がいるテーブルに行く様呼びかける事で
対応することが出来た。
　ディスカッションが始まると、日本人学生・
米国人学生ともに活発に意見を言い合ってい
た。それぞれ違ったバックグラウンドを持っ
た学生ばかりであり、非常に多様な意見が飛
び交った。また、日本人学生が描く将来像と
米国人学生が描く将来像の違いや共通点に皆
互いに興味を持ってディスカッションをしてい
た様子であった。
　このワールドカフェをきっかけに、非常に
和やかな雰囲気になりお互いの事を知った状
態で本番のディスカッションに移ることが出
来、それ以降の学生間の関係性にも良い影響
を与えたと感じられた。
　以上のように、ワールドカフェは自由な発
想を促し、意見交換、アイスブレイクとして
最適な手法の1つである。今回の新咸臨丸プ
ロジェクトにおいてもその役割を十分に果た
すことが出来た。今後も様々な場面において

第 6章　現地研修
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ワールドカフェを行い、より活発な議論やコ
ミュニケーションを生む事で、参加者がよい
関係性を築き新たな気付きを得るきっかけと
したいと思う。
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東日本大震災と岩手大学の
復興支援

小野寺純治
岩手大学地域連携推進センター副センター長・教授
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Risk Management in Miyagi 
Prefecture

矢部優司・半澤太一
宮城県危機対策課震災対策支援チーム
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